






要旨： AYA 世代（15～39 歳）の思春期・若年世代がん患者はその特性から，国内で着目されつつあ
るが，症例数は少ない．B 病棟において，告知から看取りまでの看護を経験した事は希少な事例であ
ったと言える．A 氏は治療に対して拒否的な思いを抱いており，看護師にはその思いを表出していた
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3. 対象者：B 病棟に所属する看護師で A 氏を担当
した事がある看護師5名

































































































































































































































































































































































































6 ）Gadow.S：An Ethical Case for Patient Self －

























表 1 ＜対象者毎の各時期別のテーマ＞ ＊ 太字：葛藤に関するテーマ  ＊ 斜字・下線：意思決定支援に関するテーマ ＊二重下線：信頼関係構築に関するテーマ 
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◎【自発的に話さない AYA世代の特性を理解した上で、意識的に A氏の気持ちを引き出そうとする】 
「家族が部屋にいない時を見計らって、家族へどんな思いを抱いているのか、意識的に質問をしていた。寂しいという思いは、こちらから聞かないと言わ
なかった。」 
終末期（Ⅲ） 
葛藤 【A氏と両親の相反する意思決定の狭間で葛藤が生じる】 
「（A氏は）治療の意思決定は出来ない年齢では…。本人の思いも汲んであげたい所もあるけど親として、“この子を助けたい”という思いがホントに葛藤だ
った。看護師としてどちらを取れば良いのか。」 
意思
決定
支援 
◎【チームで統一した看護介入を行う】 
「お父さんお母さんもこの状況で、色々考えて、看護師が言った一言一言が凄く影響してくるのではないかと思い、あまり自分勝手な発言はしてはいけな
いと思った。チームで同じ方向性を持った話合いの上で声掛けをしないと、トラブルになってしまうのではないかと思った。」 
